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は じめ に

私達は,山をあるきながら気象,土壌,地形等の立地条件に応じて,植物の種類が変化し

ている状態を経験的に認識することができる｡このことから,それぞれの異った立地条件を,

植物が総合的に感得し,生育していることを推察することができる｡同時に植物をよく観察

することによって,立地条件を判定することの可能性を知ることができる｡

また,立地条件を知る場合それぞれの立地因子について,分析的に調査し数量化をはかり,

総合化する方法もある｡しかし,植物は人間の測定しえない立地因子にも,感得し生育して

いる等の点から,総合的に立地条件を知る方法として,昔からその指標性を利用してきた｡

植物を用いて地位 (土地の材積生産能力)を指標する方法としては次の3つを上げることが

できる7)0

1) 植物計 (Phytometer)による方法

2) 指標植物 (Plantindicator)による方法

3) 林匪植物 (群落)による方法

このうち,植物計 (Phytometer)による方法は,現存している植物の生育状態の差 (樹高

生長の差).によって地位を判定しようとするものである｡施業法とくに樹種や作業種が国定

して採用され,今後も現在のままの施業が続けられる場合には,現存する林木の属性を量的

に把捉して地位を判定する方法は非常に有効である｡しかし,樹種が改更されたり,作業桂

が変更されたりする場合には,林床植物の状態あるいは立地因子により地位の判定をする方

法が有効であるとされている16.17.18)0

このような分野の研究は,フィンランドのカヤソダー (CAJANDER)が林床植生の代表種
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と地位との間に密接な関連があると究明したのをはじめとしている｡我が国では上田 (19

50)18)が樺太および台湾で森林型を設定し,森林型と地位の関係について,その指標性が認

められるとした｡最近では前田･宮川 (1958)8･9)が,スギ人工林の林床型と立地条件および

地位との関係について,各地域的ではあるがその指標性を認めている｡吉岡 (1958)19)紘,

全国のアカマツ林を対象に森林型 (林床型)と群落型の区分をおこなっているが,地位との

関係については観察した概要に終っている｡ しかし,亀山 (1979)2)は兵庫県加東郡東条町

のアカマツ林を対象に,2つの潜在自然植生と地位指数および立地因子との関係について,

その指標性が認められるとしている｡

以上のように植物の指標性は認められているが,いずれも各地域的で統一されたものにな

っていない｡しかし我が国のような植物相の複雑なところでは,各地域的にこのような研究

を進めることが,後日,指標植物の体系を検討する際に必要であると考えられる｡

本研究は,森林を種組成により群落区分し,区分された群落と地位ならびに立地因子との

関係を分析して,地域における森林の種組成と地位ならびに立地因子の関係を結合しようと

するものである｡本章翫ま上伊那地方の天然生アカマヅ林を対象に試みたものである.

また,この研究をすすめるにあたり御指導をいただいた本学林学科森林経理学研究室の菅

原 覗教授,同森林工学科造園学研究室の亀山 l葦助教授,統計処理をして下さった同林業

機械学研究室の井上 裕助手,資料整理をして下さった同植物研究会の方々に厚く御礼申し

上げる次第である｡

1調査地の概況ならびに調査方法

1 調査地の概況

上伊部地方は,西に木曽山脈の山頂綿が木曽谷との境界線となっており,東の境界線は複

雑であるが,おおよそ赤石山脈の山頂緑がそれである｡この2つの線のあいまを通称伊都谷

とよんでいるが,中央を北から南に諏訪湖を水源とする天竜川が流れており,両岸には複合

扇状地河岸段丘を形成している｡その上流地域を上伊那,下流地域を下伊那とよんでいる｡

気候は調査地の中央に位置する信州大学農学部 (標高772.7m)の過去10年間 (昭和43-

52年)の観測値を示すと表-1である｡

表-1 調査対象地域の気温と降水量 (昭和43-52年) 信州大学農学部

月 l 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ll 12 匡 平 均

平均気温

最高気温

最低気温

-1.5-0.6 2.7 10.1 14.4 18.0 22.2 22.7 18.6 11.9 6.2 1.1

4.1 5.1 9.0 16.8 21.1 23.3 27.0 27.8 23.6 17.8 12.4 6.8

-7.2-6.4-3.6 3.4 7.6 12.7 17.4 17.5 13.6 6.0 0.0-4.3

降 水 可 56 86 114 163 143 259 196 157 163 115 79 72

さらに,吉良の温量指数を調べてみると次のようになる｡
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暖かさの指数 寒さの指数

最大値 95.70(昭和36年) -21.80(昭和38年)

最小値 77.80(昭和40年) -ll.30(昭和34年)

平均値 85.00 -17.40

吉良6)は,暖かさの指数と気候帯および植物帯について,暖かさの指数450-550-850は

温帯で落葉広葉樹林帯としている｡また,暖かさの指数が850以上あっても,寒さの指数が

-100以下になる地帯は暖帯落葉樹林帯としており,この両帯にあたることが考えられる｡

しかし,この地域の森林は木材生産,燃料供給,農業用緑肥供給等の人為が繰返しおこな

われたために,伐採跡地の土壌条件は悪くなり,この跡地にはアカマツしか更新できなくな

ってきたものと思われる｡

アカマツ林の分布を示すと図-1のようであるが,このアカマツ林もおよそ昭和35年以後

は,化石燃料と化学肥料の急激な普及によって,人為のかかわり方が少なくなっているため

に,現在は昭和35年以前より土壌条件が良くなっていることが考えられるので,今後伐採す

る跡地には,アカマツの更新する可能性が低いことが考えられる状態である｡

地質は,積家変成岩頬の片状ホルンフェルス,縞状片麻岩,黒雲母粘板岩,領家花間岩類

の中粒～細粒黒雲母花南岩,細粒両雲母花置岩,片麻状石英閃緑岩,中粒花置閃緑岩,三波

川ミカブ帯の三波川結晶片岩類等となっている0

2 調査方法

調査地は,地形,土壌,植生等の均質な場所を選定し,標準地10mXIOm (100mg) を基本

に場所によっては 5mx5m (25mn)を設置し,そのなかに出現する全種について Braun-

Blanquet一の方法により被度,群皮を測定した｡なお,林冠群をなすアカマツについては平

均樹高,樹齢等を測定した｡

立地因子は,(1)標高,(2)傾斜方位,(3)土壌型,(4)地形の4項目について測定し,土壌型は

国有林野土壌調査方法にしたがった｡

地位を表わす単位としては,基準林齢 (40年)における林分平均樹高を2m間隔で表わし

た地位指数,衣-2を利用し各調査地毎に測定した平均樹高,樹齢をあてはめて算出した｡

なお,調査は昭和49年-昭和51年におこなったもので,方形区数は合計178個所設置した｡

調査地に番号を付け示したものが図-1である｡

Ⅱ 種組成による群落区分

上伊都地方天然生アカマツ林を種組成により,A-G群落の7つに区分することができた,
その結果を総合常在皮表にまとめたものが表-3である｡各群落の構造は,除伐,下草刈な

どの保育手入れがなされているために不明確な林分が混在している｡各群落を構成する主な

種組成を見ると次のようになる｡

1 A群落

この群落は,A～C群落区分種のネズミサシ,ヤマ-ギ,シラカソノミ,ミヤマヤシャブシ,
ウメガサソウ,ママコナと,A,B群落区分桂のアカマツによって区分される｡このうちア

カマツは林床に更新しているもので林冠群を形成するアカマツとは,樹齢において明らかに



＼
図- 1 上伊那地方天然生アカマツ林の分布 と調査 位置図
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義-2 中 ･南信地方天然生アカマツ林における林齢階別の各地位指数に対する樹高16)
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(菅原ら1967)

異っており,調査区によっては椎樹から樹高2-3mあるいは,それ以上のものも含まれて

いる｡特にアカマツの出現頻度が高く,次にネズミサシ,ヤマ-､ギが高く,シテカンパ,ミ

ヤマヤシャブシ,ウメガサゾウ,ママコナは低くなっていること等によって特徴ずけられて

いる｡

また,区分種では草本頬にくらべ木本類が多く,調査区毎に出現する種類数は最大値40種

類,最小値6種類,平均値19種類となっている0

2 B群落

この群落は,A-C群落区分桂とA,B群落区分種とB群落区分種のキ-ギによって区分
されている｡このうちキ-､ギは林緑あるいは林道ぞいに多く出現するので注意を要する｡特

にキ-ギ,アカマツの出現頻度が高く,次にネズミサシが高く,ヤマノ､ギ,シラカンパ ,■ミ

ヤマヤシャブシ,ウメガサソウ,ママコナは低くなっていること等によって特徴ずけられて

いる｡

また,区分稜ではA群落と同じく等本題にくらべて木本類が多くなっている｡調査区毎に

出現する種類数は,最大値26種類,最小値5種類,平均値は21種類となっている.

3 C群落

この群落は,A-C群落区分種とC～G群落区分種のコシアブラ,ノリウツギ,バイカツ
ツジ,サワラ,ミヤコザサ,ヤマガシュウ,ノイバラ,ウリ-ダカエデ,サワフタギ,ツリ

バナ,マンネ./スギ,ギボウシによって区分されている｡この群落には特有の種はないが,

このことは,除伐,下草刈等の人為の影響により,種組成が変化することが考えられるので,

不明確となっているものと思われる｡しかし,この群落を境としてA,B群落に多く出現す

る種類と,D-G群落に多く出現する種類とが明瞭に区分されているのが特徴的であるoま
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Abies丘rma
Disporum smilacinum
Acermicranthum

Spiraeajaponica
Cr･yptomeriajaponica

E群落区分種

Goodyeraschlechtendaliana

F,G群落区分種

HelwingiaJaponica

F群落区分種
Carexsiderosticta

G群落区分種

Rubuspalmatusγar.coptophyllus

随伴種
**Pinusdensiflora
Quercusserrata
Rhustrichocarpa
Rhododendronkaempferi
Smilaxbinoravar.trinervula

llexpedunculosa
Castaneacrenata
Viburnum erosum
Miscanthussinensis
Clethrabarbinervis
Lyoniaovalifoliaγar.elliptica
Pteridium aquilinum γar.latiusculum
Acercrataegifolium
Spodiopogonsibiricus
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ユlexmacropoda
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**ァカマツ

コ ナ ラ

ヤマウルシ
ャマツツジ
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Prunusjamasakura
Solidagovirga-aureaγar.asiatica
Viburnumdilatatum
Dioscoreagracillima
Corylussieboldiana
Rhododendronjaponicum
Carexlanceolata
Tripetaleiapaniculata
Linderaumbellata
Euonymusalatus
Viburnumphlebotrichum
Vacciniumsmallii∀ar.glabrum-
Symplocoscoreana
Celastrusorbiculatus
Vacciniumjaponicum
Ligustrumobtusifolium
Smilaxnipponica
Pyrolajaponica
flexcrenata
Loniceragraci】ipes
Prunusverecunda
Buckleyalanceolata
Lysimachiaclethroides
Malussieboldii
ArtemisiaJaponica
Atractylodesjaponica
Zanthoxylumschinifolium
Atbyriumyokoscense
Quercusacutissima
llexserrata
Quercusmongolicaγar.grosseserrata
Callicarpajaponica
Araliaelata

Magnoliaobovata

Tsugasieboldii
Deutziacrenata

Akebiatrifoliata
Rhododendronwadanum

Parabenzoinpraecox

ヤマザクラ
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ス ノ キ

タンナサ ワフタギ
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アクシバ

イボタノキ

クチシオデ
イチヤクソウ

イヌツゲ

ヤマウダイスカグラ

カス ミザクラ

ックバネ

●オカ トラノオ
ズ ミ

オ トコヨモギ

オ ケ ラ

イヌザソショウ

- ビノネゴザ

ク ヌ ギ

ウメモ ドキ

ミズナラ

ムラサキシキプ

タラノキ

ホウノキ

ツ ガ

ウ ツ ギ

ミツバァケビ

トウゴクミツパツツジ

アプラチャン
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Chrysanthemummakinoi
Violagrypoceras
Acerdistylum
Pseudosasapurpurascens
Lonicerajaponica
Magnoliakobus
Paederiascandens
Carexsp.
Pourthiaeavillosaγar.laevis
Rubusmicrophyllus
Viburnumwrightii
Opbiopogonjaponicus
Asterageratoidesγar.semiamplexicaulis
又husjavanica
Oplismenusundu】atifo】ius
Bidensfrondosa
Cocculustri10bus
Akebiaquinata
Carpinusla女i80ra
Synuruspungens
Prunusmaximowiczii
Schisandrarepanda
lxerisdentata
Parthenocissustricuspidata
Ampelopsisbrevipedunculata
Betulagrossa
Chaenomelesjaponica
Malustschonoskii
Sorbusalnifolia
Cymbidiumgoeringii
Asterageratoidesγar.Ovatus
Youngiadenticulata
Polygonumcuspidatum
Acermonoγar.marmoratum∫.dissectum
Euonymusfortuneiγar.radicans
Phrymaleptostachyaγar.asiaticaf.Oblongifolia
Prenanthesacerifo】ia

出現区数4以下省略
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た,A,B群落と同じく区分種は草本預にくらべ木本類が多く,調査区毎に出現する種類数
は最大値37種類,最ノJ､値11種類,平均値23種類となっている.

4 D群落

この群落は,C′一G群落区分種とD.-G群落区分種のフジ,シシガシラ,ツルリンドウ,

アマドコロ,コ-ウチワカェデ,モミ,チゴユリ,コミネカエデ,シモツケによって区分さ

れている｡出現頻度はコシ7ブラ,ノリウツギ,バイカツツジ,サワラ,フジ,シシガシラ

等が比較的高く, ミヤコザサ,ウリ-ダカェデ,ツルリソドゥ,コ-ウチワカエデ,コミネ

カェデが次で,ヤマガシュウ,ノイバラ,サワフタギ,ツt)バナ,マンネソスギ,ギポウシ,

アマドコロ,モミ,チゴユリ等は低くなっている｡群落区分種はA-C群落に比較して,草

本類が多くなっている傾向があり特徴的となっているO調査区毎に出現する種類数は最大値

63種頴,最小値16種類,平均値30種類となっており,A～C群落に比較して種類数が多くな

っている｡

5 E群落

この群落は,CJ-G群落区分種とD～G群落区分種とE群落区分種のミヤマウズラによっ

て区分されている｡特にミヤマウズラ,コシ7プラの出現頻度が高く,ノリウツギ,バイカ

ツツジ,フジ,シシガシテ,コ-ウチワカエデは比較的高く,サワラ,ミヤコザサ,ヤマガ

シュウ,ウリ-ダカェデ,サワフタギ,ツリバナ,ツルリンドウ,7マドコロ,モミ,チゴ

ユリ,コミネカエデ,シモツケ等は低くなっていることによって特徴ずけられている｡群落

区分種はD群落と同じくA.-C群落に比較して草本類が多くなっている傾向がある｡調査区

毎に出現する種類は最大値36種類,最小値23種類,平均値30種類となっており,D群落と同

じくA～C群落に比較して種類数が多くなっている｡

6 F群落

この群落は,C′一G群落区分種とD～G群落区分種とF,G群落区分種の-ナイカダとF

群落区分種のタガネソウによって区分されている｡特にタガネソウ,フジは出現頻度高く,

コシアブラ,バイカツツジ,サワラ,シシガシラ,ツルリンドウ,アマドコロはや｣低く,

ミヤコザサ,ヤマガシュウ,′イバラ,ウリ-ダカニデ,サワフタギ,ツリバナ,マンネソ

スギ,ギポウシ,コノ､ウチワカニデ,モミ,チゴユリ,コミネカエデ,シモツケ,-ナイカ

ダは低くなっていること等によって特徴ずけられている｡群落区分種は,D,E群落と同じ

くAJ.-C群落に比較して草本頬が多くなっている傾向がある｡調査区毎に出現する種頬数は

最大値43種類,最′1､倍14種預,平均値29種預となっており,D,E群落と同じくA～C群落

に比較して種類数が多くなっている｡

7 G群落

この群落は,C～G群落区分種とD～G群落区分種とF,G群落区分種とG群落区分種の

モミジイチゴによって区分されている｡特にモミジイチゴ,フジは出現頻度高く,ヤマガシ

ュウ,ノイバラ,チゴユリは比較的高く,コシアブラ,ノリウツギ,ミヤコザサ,りリノ､ダ

カェデ,シシガシラ,ツルリンドウ,アマドコロ,モミはや1低く,バイカツツジ,サワラ,

サワフタギ,マンネソスギ,ギポウシ,コノ､ウチワカェデ,コミネカェデ,シモツケ,ノ､ナ

イカダは低くなっていること等によって特徴ずけられている｡

群落区分種は,D～F群落と同じくA.-C群落に比較して草木類が多くなっている傾向が
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ある.調査区毎に出現する種類数は最大値52種類,最小値22種類,平均値38種類となってお

り,D.一F群落よりさらに種類数が多くなっているO

これらの群落の全体の種組成的位置づけは,自然植生のヤマツツジーアカマツ群集10)と,

ほぼ同様のものと考えられる｡しかし,これまでに代償植生のアカマツ林について,群落分

類上の位置づけが明確でないために,比較することができない｡したがって,分類上の位置

づけについては,今回は明らかにできなかった.

Ⅲ 群落と地位指数ならびに立地因子の関係

1 群落と地位指数の関係

各群落が指標する地位の関係を,地位指数によって示したものが表-4である｡

表-4 群落と地位指数の関係

群 落 名 I A B C D E F G

この表から,群落の違いによって地位指数が異っていることがわかるムA群落は地位指数

の最大値16.0,最小値6.0で,平均値は11.0であり,B群落は地位指数の最大値16.0,最小

値8.0で,平均値は11.3である｡A,B群落ともに地位指数が低いことを示している｡また,

D群落は地位指数の最大値22.0,最小値16.0で,平均値は19.4であり,E群落は地位指数の

最大値22.0,最小値18.0で,平均値は19.6であり,F群落は地位指数の最大値24.0,最小値

18.0で,平均値は19.7であり,G群落は地位指数の最大値24.0,最小値18.0で,平均値は

20.1である｡D,E,F群落に比較してG群落はや 高ゝい傾向を示しているが,これらの4
つの群落はいずれも地位指数が高いことを示している｡群落A,Bの地位指数の最大値と,

群落D,E,F,Gの地位指数の最小値は16.0であり,この値を境にしてこれらの群落は明

瞭に区分されている｡このことから,地位指数の良否を示す群落との対応関係は認められる

が,中庸を示す群落は特有の種がなく不明確となっていることから,地位との関係は明確に

つかめない｡

さらに,各群落区分種が指標する地位指数を平均値によって表わしてみると表-5であ

る｡

この表から,A-C群落区分種,A,B群落区分種,B群落区分種の出魂するところは地

位指数の低いところで,D-G群落区分種,E群落区分種,F群落区分種,G群落区分種の

出現するところは地位指数の高いところで,C′-G群落区分種の出現するところも地位指数

にして比較的高いところとなっており,中庸な地位指数に相当する種は不明確となっている｡

このように,それぞれの群落区分種によって地位指数の指標値が異なることは,各群落が

地位を指標できることを,裏付けているものと考えられる｡
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衣-5 各群落区分種の指標する地位指数

群 落 l 種 l讐隼雄

2 群落と立地因子の関係

(1)土壌型

群落と土壌型との関係について示した

ものが表-6である｡

この表から,A群落には土壌型のBA

～BDまで現われるが,全体の77%がBA

～Bcにあり乾燥した土壌型となってい

る｡B群落には土壌型BB,Bcが現われ,

A群落と同じ乾燥した土壌型となってい

る｡C群落には土壌型のBc-BDが現わ

れ,や 乾ゝ燥した土壌型となっている｡

D-G群落には土壌型のBD, BD-(W)が

現われ,適澗性からや 水ゝ分の多い土壌

型となっている｡このことから,A.～G

群落に向って土壌型も,BA～BD-(Ⅳ)壁

に変化しており,群落と土壌型の対応関

係は密接であることが明らかとなってい

る｡

(2)地形

群落と地形の関係について示したもの

が表-7である｡

この表から,A,B群落は山頂,尾根,

中腹に出現するが,尾根から中腹に多く

なっている｡D群落は山頂-沢筋まで出

現するが全体的にみれば,中腹と平坦地

に多くなっている｡E-G群落はD群落

慕-6 群落と土壌型の関係

B C D E F G

数字は出現個所数を表わす

と同じく,中腹と平坦地に多く出現しており,わずかに沢筋にまでおよんでいる｡このよう

に山頂から沢筋に向って群落が異なっていることは,土壌水分が強く影響しているものと考
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表-ア 群落と地形の関係

C D E F

数字は出現個所数を表わす

えられる｡

(3)傾斜方位

群落と傾斜方位の関係について示したものが表-8である｡

表-8 群落と煩斜方位の関係

数字は出現個所数を表わす｡ 注)欠測した区があるため全調査区の合計と異なる｡

この表から,A,B群落はSE,S,SW,Wの南に面した斜面にすべて出現しており,特

にS,SW斜面にいくぶん多い傾向を示している.なお,C～G群落は全方位に出現してい

るが,N,NW,NEの斜面にはA,B群落は出現せず,C～G群落にかぎって出現してい

る｡沼田 (1934)ll)は,南向斜面で地位指数が低いことを示す群落が生じ易すいことを認め

ているが,今回の調査においても,A,B群落は地位指数の平均にして11.0-ll.3で低いこ

とを示しており,すべて南に面した斜面に出現していることなどから同じことがいえる｡

(4)海抜高

植物の分布は温度と関係が深いとされており6),温度は海抜高が上がるにつれて変化する｡

群落と海抜高の関係について示したものが表-9である｡

この表から,海抜600m～1,100mの問には,A-G群落のすべてが出現しており,群落と

海抜高の対応関係は認められないoLかし,海抜1,110m～1,500mの間にはA-C群落だけ

が出現し,特にA群落が多くなっている｡このことは,天然生アカマツ林の分布限界は海抜

1,500m程度まであるものの,地位指数の高いD-G群落は,海抜1,100m程度以下に分布し
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表-9 群落と海抜高(m)の関係
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数字は出現個所数を表わす

ていることを示している｡

Ⅳ 考 察

林分の種組成により区分された群落と,林冠群を形成する高木階の平均樹高 (基準林齢40

午)で表わす地位指数の関係,ならびに立地因子の土壌,地形,傾斜方位,海抜高等の関係

について,上伊那地方天然生7カマツ林を対象に調査した結果の考察をすると次のようにな

る｡

1 群落区分

A,B群落と,E.-G群落は特有の種が明確になっているoLかし,C,Dの群落には特

有の種が不明確となっている｡このことは,除伐,下草刈等の人為の影響により,種組成が

変化することが考えられるので不明確となっているものと思われる｡

また,乾いた場所には木本類,湿った場所では章本類の混生割合が多くなる傾向があると

いわれている9)｡以上のことを前提に群落区分桂についてみると,A.-C群落を 区分する槙

は木本類が75%で多く,D～G群落を区分する種は草本類が43%で多くなっている傾向がみ

られる.このことからA～C群落は乾いた場所に,D～G群落はA～C群落より湿った場所
を示していることが考えられる｡

さらに,各調査区毎の桂数についてみると,A.-C群落の平均種現数は約20桂預,D～F

群落の平均種類数は約30種額,G群落の平均種類数は38穐類となっているが,立地条件が悪

くなると植物相は貧化するといわれていることからすれば,A-C群落の立地条件は悪く,
D.･1-F群落さらにG群落に向って良くなっていることが考えられる.
2 群落と地位指数の関係

亀山(1979)2)は,兵庫県の7カマツ林を対象にして,-ナゴケーアカマツ群落と,コバノ

ミツバツツジーアカマツ群集に区分し,この群落と地位指数の対応関係を認めている｡上伊

那地方における群落と対比させてみると,A,B群落は地位指数の平均値11.2で,-ナゴケ

-7カマツ群落の示す地位指数6.5に比べや1高いが,低い地位指数を示す群落に匹敵し,
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D～G群落は地位指数の平均値19.7で,コバノミツJiツツジーアカマツ群集の示す地位指数

17.4に比べや 高ゝいが,高い地位指数を示す群落に匹敵し,地位指数の良香を示す群落との

対応関係は認められる｡しかし,地位指数の中庸を示す群落は特有の種がなく不明確となっ

ている｡このことから,地位との関係は明確につかめない｡

3 群落と立地因子の関係

調査項目中とくに群落と対応関係が深いと思われた立地因子は,土壌型と地形であるcL

かし,地形は土壌型の対応関係に比べ多少不明確となっている｡これは,地形の区分が細か

くなされていないことに原因しているように思われるので,今後かなり微細な区分をする必

要があると考えられる｡

傾斜方位についてみると,A,B群落は南向斜面 (SE,S,SW)に出現し,特徴的とな

っているが,すでに沼田 (1934)ll)は,南向斜面に地位指数の低いことを示す群落が生じや

すいことを認めている｡本研究においても,A,B群落は地位指数の低いことを示しており,
同じことが認められる｡反面,北向斜面 (NW,N,NE)には地位指数の高い, C.一G群

落が出現する傾向が認められる｡このことは群落が立地因子の違いを反映している結果であ

ると考えられる｡群落と海抜との間には,600m-1,100mの間では明確な対応関係は認めら

れない｡しかし,海抜1,loom-1,500mの間には,A-C群落が特徴的に出現している｡こ

のことは,天然生アカマツ林の分布限界は海抜1,500m程度まであるものの地位指数の高い

D～G群落は,海抜1,100m程度以下に分布しているo Lたがって,アカマツの木材生産は

海抜1,100m程度以下が適するものと考えられる｡メ

4 群落と地位と立地因子の関係

以上のことから,群落と地位指数の対応関係が認められ,また立地因子との対応関係も認

められた｡さらに,立地因子と地位の対応関係は,菅原 (1967)16)らによって,中南信地方

(上伊那地方を含む)の天然生アカマツ林を対象にして認められている｡このことから群落

と地位と立地は,おたがいに対応する関係にあることが証明されたことになる｡したがって,

群落は地位ならびに立地を判定する有効な手段になりうると考えられる｡

本報で対象にしたアカマツ林は,人為の影響により成立した林分であり,以後,種組成が

■■｣ 今後は,スギ林,ヒノキ林,カラマツ林,広葉樹林等を調べ,地域の群落と地位および

立地因子の関係を総合することを目標にしていきたいO

† 要 約

上伊都地方天然生アカマツ林の種組成による群落区分をおこなった｡この群落と地位指数

ならびに立地因子の関係について,調べた結果を要約すると次のようになる｡

1 群落はA.一Gの7つに区分された｡A～C群落の区分種は木本頬が多く,D～G群落

の区分種は草本頬が多い傾向がみられたoA～C群落は種数が少なく,D-F群落さらにG

群落に向って種数は多くなる傾向がみられた｡

2 群落と地位指数の間には対応関係が認められた｡しかし,地位指数の中庸を示す群落

は明確につかめなかった｡
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3 群落と立地因子の関係では,群落と土壌型および地形の間には特に密接な対応関係が

認められた｡地形はさらに微細に区分する必要があると考えられる｡傾斜方位との関係では,

A,B群落は南向斜面 (SE,S,SW)に出現しやすく, 北向斜面 (NW,N,NE)にC

J･-G群落は出現しやすい傾向がみられたO群落と海抜600m～1,100mの間には対応関係が

認められなかった｡ 天然生アカマツ林の分布限界は海抜1,500m程度であり,アカマツの木

材生産には海抜1,100m程度以下が適することがわかった｡

4 以上のことから,群落は地位ならびに立地因子を判定するための有効な手段になり得

ることが考察された｡
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The Relations Between Communities, Site Index and Site

Factors of Pinus densiflora Forest in Kamiina District

By Takuo BABA

LaboratoryoiForestUtili2:ation,Fac.Agric.,ShhshuUniv.

Summary

Pinusdensij7OyaforestinKamiinadistrictwasinvestigatedtoclarifytherelations

betweencommunities,siteindexandsitefactors.

1.Sevencommunitiesi.C.,A-GareclassiBed(Tab.3).Differentialspecies
ofcommunityA,B andChaveatendencytobewoodyplant,anddifferential

speciesofcommunityD,E,FandGhaveatendencytobeherb.CommunityA,

BandCarepoorinnumberofspecies.NumberofspeciesincommunityD,Eand

FaremorethanincommunityA,BandC.NumberofspeciesincommunityGis

morethananyothercommunities.

2.Therelationsbetweencommunitiesandsiteindexarerecognized.Butthe

floristiccompositionsthatindicatemiddlesiteindexarenotdistinguished.

3.Therelationsbetweencommunitiesandsitefactorsareasfollows.The

relationsbetweencommunitiesandsoiltypeortopographyareespeciallyclose.In

respectoftherelationbetweencommunitiesandslopedirection,CommunityAand

Bhaveatendencytoapearontheslopefacingsouth(SE,S,SW),ontheother

handcommunityC,D,E,FandGhaveatendencytoapearontheslopefacing

north(NW,N,NE).Therelationbetweencommunitiesandheightabovethesea

levelisnotrecognizedfrom600mto1,loom.Itbecomeevidentthatdistributing

limitationofPinusdensijloraforestisabout1,500m,andunderabout1,loomisfit

fortimberproductionofPinusdensijlora.

4.Fromthesefacts,itisconsideredthatcommunitiesareeffectivemeansof

indicatigsiteindexandsitefactors.


